
総　

括　

質　

疑

土
器
川
堤
防
改
修

市
が
果
た
す
べ
き
役
割
は

利
用
し
や
す
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

情
熱
と
実
行
力
を

持
っ
て
取
り
組
め

使
い
や
す
い

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
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佐
野
議
員　

現
在
、
国
が
事
業
と

し
て
土
器
川
堤
防
の
改
修
を
行
っ
て

い
る
が
、
地
元
と
し
て
本
市
が
す
べ

き
こ
と
は
何
が
あ
る
の
か
。

　

建
設
水
道
部
長　

行
政
の
役
割
と

し
て
、
国
と
市
で
は
そ
れ
ぞ
れ
役
割

分
担
が
あ
る
。
本
市
の
役
割
は
、
ま

ず
、「
住
民
側
に
立
っ
て
、
国
と
地

元
と
の
調
整
を
図
る
役
割
」
と
「
本

市
に
対
す
る
要
望
な
ど
に
適
切
に
対

応
す
る
役
割
」
の
２
つ
が
あ
る
。

　

１
つ
目
の
役
割
は
、
地
元
の
要
望

な
ど
を
た
だ
国
に
伝
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
地
元
と
本
市
が
共
通
の
認
識

を
持
ち
、
そ
の
意
向
を
十
分
に
踏
ま

え
た
上
で
、
国
と
協
議
、
調
整
を
行

っ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
２
つ
目
の

役
割
は
、
代
替
地
の
問
題
、
接
道
の

問
題
な
ど
、
本
市
に
対
す
る
要
望
な

ど
も
お
聞
き
し
、
こ
れ
ら
を
反
映
さ

せ
た
最
良
の
解
決
策
を
模
索
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ａ Ｑ
　

松
浦
議
員　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
は
、
市
民
の
理
解
と
協
力
な

く
し
て
良
い
も
の
は
で
き
な
い
と
考

え
る
が
、
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
取

り
組
み
は
。

Ａ

Ｑ

　

片
山
議
員　

長
崎
市
が
成
功
さ
せ

た
よ
う
に
、
観
光
の
起
爆
剤
と
し

て
、
本
市
も
城
内
に
京
極
御
殿
を
復

元
し
、
博
物
館
・
資
料
館
を
併
設
し

て
は
ど
う
か
。

　

市
長　

長
崎
市
の
多
く
の
施
策

は
、
市
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、
県
や
国
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
進
め
て
い
る
と
理
解
し
て
い

る
。
リ
ー
ダ
ー
の
熱
い
思
い
と
強
い

実
行
力
が
周
囲
を
動
か
し
、
施
策
を

実
現
し
て
い
く
た
め
の
大
き
な
原
動

力
に
な
る
も
の
と
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
る
。

　

私
自
身
も
、
本
年
は
新
し
い
挑
戦

の
年
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
丸
亀
の

ま
ち
づ
く
り
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
国
や
県
と
の
連
携
な
ど
、
可
能

な
手
段
を
駆
使
し
て
、
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
語
ら
え
る
よ
う
な
、
そ
う

い
っ
た
夢
を
持
て
る
よ
う
な
施
策
の

実
現
に
取
り
組
み
た
い
。

Ａ Ｑ
　

加
藤
議
員　

綾
歌
健
康
づ
く
り
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
以
前
か
ら
地

元
と
密
着
し
た
福
祉
施
設
で
あ
り
、

今
回
の
指
定
管
理
者
に
も
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
求
め
る
声
が
多
い
が
、

ど
う
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
今
後

地
元
と
連
携
し
た
事
業
運
営
を
強
く

求
め
た
い
が
、
考
え
を
。

　

健
康
福
祉
部
長　

今
回
の
公
募
で

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
運
営
は
指
定
管

理
の
要
件
に
は
な
か
っ
た
が
、
多
く

の
高
齢
者
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
存
続

の
要
望
が
あ
る
こ
と
を
受
け
、
自
主

事
業
と
し
て
指
定
管
理
者
が
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
す
る
よ
う
調
整
し
た
と
認

識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
ま
で
施
設
内
で
食
堂

経
営
を
し
て
い
る
地
元
団
体
と
も
協

議
、
調
整
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お

り
、
地
元
と
連
携
し
た
事
業
運
営
に

つ
い
て
も
行
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ

丸亀コミュニティバス

綾歌健康づくりふれあいセンター

Ａ

　

市
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
サ

ー
ビ
ス
が
安
定
的
、
継
続
的
に
提
供

さ
れ
続
け
る
た
め
に
は
、
多
方
面
か

ら
の
調
査
、
検
証
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
通
じ
て

地
域
の
御
意
見
を
い
た
だ
く
の
は
も

ち
ろ
ん
、
国
土
交
通
省
や
県
、
運
行

事
業
者
な
ど
が
集
ま
る
市
地
域
公
共

交
通
会
議
で
も
意
見
を
い
た
だ
き
、

利
用
者
や
運
行
事
業
者
に
と
っ
て
、

効
率
的
な
路
線
に
な
る
よ
う
協
議
し

て
い
き
た
い
。
そ
の
結
果
、
現
在
利

用
し
て
い
る
人
の
利
便
性
が
向
上
さ

れ
、
一
人
で
も
多
く
バ
ス
を
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
路
線
変
更
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。



議
員
定
数
条
例
改
正
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議
会
改
革
、
議
員
の
資
質
向
上
に
努
力
す
る
こ
と

が
必
要
で
、
ま
ず
監
視
型
議
会
を
目
指
し
た
い
。
常

任
委
員
会
で
深
い
審
議
を
す
る
に
は
７
〜
10
人
が
適

し
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
既
に
下
回
っ
て
お
り
、
こ

れ
以
上
は
減
ら
せ
な
い
。
議
会
の
権
能
を
踏
ま
え
、

改
革
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

本
市
と
同
規
模
自
治
体
の
議
員
定
数
平
均
は
24
〜

25
で
あ
る
。
議
員
定
数
削
減
だ
け
が
、
市
民
の
負
託

に
応
え
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
原
点
に
返
り
、
真
摯

に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。
議
員
自
ら
が
地
域
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
、
市
民
の
声
を
し
っ
か
り
と
受

け
と
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
使
命
で
あ
る
。

　

定
数
削
減
の
根
拠
が
、
全
国
平
均
に
合
わ
せ
る
と

い
う
こ
と
し
か
明
確
に
な
ら
な
か
っ
た
。
定
数
削
減

は
、
多
様
な
民
意
を
行
政
に
反
映
す
る
力
を
弱
め
、

住
民
自
治
力
を
弱
め
る
。
合
併
後
、
議
員
定
数
を
減

ら
し
て
き
た
が
、
二
元
代
表
制
の
責
務
を
果
た
す
た

め
に
は
、
も
う
こ
れ
以
上
減
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

近
隣
議
会
で
は
、
坂
出
市
議
会
、
善
通
寺
市
議
会

が
定
数
削
減
を
行
っ
て
い
る
。

　

議
員
自
身
が
本
当
に
努
力
し
、
律
し
て
、
自
分
た

ち
の
身
分
を
か
け
て
、
市
民
の
負
託
に
応
え
る
こ
と

が
議
員
定
数
削
減
で
あ
る
。

　

地
方
行
政
の
所
管
範
囲
が
増
え
る
中
、
議
会
の
役

割
も
増
え
て
お
り
、
定
数
削
減
は
若
者
や
女
性
な
ど

の
出
馬
機
会
の
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
る
。
議
会
が
多
様

性
を
持
ち
、
弾
力
的
に
市
民
の
意
見
を
政
策
に
反
映

さ
せ
、
提
案
型
議
会
を
目
指
す
た
め
に
も
議
員
定
数

を
減
ら
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

全
国
平
均
や
学
説
に
よ
る
標
準
的
な
計
算
式
の
定

数
を
上
回
る
場
合
は
、
そ
れ
を
上
回
る
独
自
の
仕
事

量
を
説
明
す
べ
き
。
丸
亀
の
課
題
は
ど
こ
で
も
直
面

し
て
い
る
。
少
数
精
鋭
で
議
員
の
資
質
を
向
上
さ
せ

な
が
ら
政
策
提
案
型
議
会
を
目
指
す
べ
き
。
議
会
報

告
会
を
充
実
さ
せ
て
、
市
民
意
見
の
反
映
を
。

　平成26年12月定例会で提案された議員提出議案第４
号「議員定数条例の一部改正」は、議会運営委員会に
付託され、細部にわたる審議を経て同委員会で承認さ
れ、本会議での討論後、起立により採決されました。
　議案が可決されたことにより、次回一般選挙から議
員定数は27から25になります。

市
民
ク
ラ
ブ　

加
藤
正
員

志
政
会　

多
田
光
廣

日
本
共
産
党　

中
谷
真
裕
美

市
民
の
声　

国
方
功
夫

元
気
会　

佐
野
大
輔

公
明
党　

福
部
正
人

13対12で可決

議員定数条例の一部改正
賛成多数で可決

次回一般選挙から定数25へ

議
会
改
革
を

進
め
る
こ
と
が
先
決

反対
他
団
体
と
歩
調
を
合
わ
せ
て

議
会
改
革
を

賛成
二
元
代
表
制
の
一
翼
と
し
て

も
う
減
ら
せ
な
い

反対

自
ら
を
律
す
る
た
め
に

定
数
削
減
を

賛成
監
視
機
能
の
強
化
に
は

定
数
は
減
ら
せ
な
い

反対
少
数
精
鋭
で

政
策
提
案
型
議
会
へ

賛成



委
員
会
審
査・討
論

主
な
質
疑

　

本
会
議
で
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
と
請
願

は
、
11
日
に
都
市
経
済
、
12
日
に
総
務
、
13
日
に
教
育
民

生
、
16
日
に
生
活
環
境
委
員
会
が
開
か
れ
、
市
長
や
副
市

長
、
担
当
部
課
長
な
ど
が
出
席
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
予
算
な
ど

　
　
各
委
員
会
で
原
案
承
認

都
市
経
済
委
員
会

主
な
質
疑

総
務
委
員
会

委
員
会
審
査

主
な
質
疑

教
育
民
生
委
員
会

主
な
質
疑

生
活
環
境
委
員
会

討
論
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○
結
露
し
に
く
い
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

試
験
的
に
設
置
し
て
は
ど
う
か

○
県
広
域
水
道
事
業
体
設
立
準
備
協

議
会
に
入
っ
た
場
合
、
料
金
改
定
の

決
定
権
は
丸
亀
市
に
あ
る
の
か

○
新
た
に
置
く
企
業
訪
問
専
門
員
は

ど
う
い
っ
た
活
動
を
行
う
の
か

　

質
疑
の
後
、
討
論
は
な
く
、
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

○
人
権
啓
発
用
ビ
デ
オ
は
、
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

○
業
務
継
続
計
画
の
策
定
時
期
と
庁

内
の
訓
練
予
定
は

　

質
疑
の
後
、
議
案
に
つ
い
て
の
討
論

は
な
く
、
議
案
は
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
承
認
し
ま
し
た
。
請
願
第
１
号
に

は
、
採
択
、
不
採
択
の
討
論
が
あ
り
、

挙
手
採
決
の
結
果
、
請
願
は
不
採
択
と

し
ま
し
た
。

○
食
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
状
況

は○
市
費
講
師
の
賃
金
の
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か

　

質
疑
の
後
、
議
案
第
20
号
、
27
号
、

38
号
、
49
号
に
つ
い
て
反
対
討
論
が
あ

り
、
挙
手
採
決
の
結
果
、
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
承
認
し
ま
し

た
。

○
消
防
団
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
が
、
定
年
の
引
き
上
げ
は

○
離
島
住
民
通
勤
等
航
路
費
補
助
金

の
対
象
者
と
補
助
額
は

　

質
疑
の
後
、
議
案
第
20
号
に
つ
い
て

反
対
討
論
が
あ
り
、
挙
手
採
決
の
結

果
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
は
す

べ
て
承
認
し
ま
し
た
。

《
反
対
討
論
》
尾
崎
淳
一
郎

①
議
案
第
20
号　

一
般
会
計
予
算

（
民
間
業
務
委
託
関
連
、
派
遣
職
員

業
務
関
連
、
ご
み
・
し
尿
収
集
業
務

委
託
料
、
飯
山
・
綾
歌
図
書
館
窓
口

等
業
務
委
託
料
、
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
調
理
等
業
務
委
託
料
、
人
権
同
和

関
係
予
算
の
一
部
）

②
議
案
第
27
号　

介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

③
議
案
第
29
号　

水
道
事
業
会
計
予

算④
議
案
第
30
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
事
業
会
計
予
算

⑤
議
案
第
38
号　

介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

⑥
議
案
第
49
号　

綾
歌
健
康
づ
く
り

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

指
定

⑦
議
案
第
50
号　

県
広
域
水
道
事
業

体
設
立
準
備
協
議
会
の
設
置

《
討
論
》
尾
崎
淳
一
郎

請
願
第
１
号　

「
治
安
維
持
法
犠
牲

者
国
家
賠
償
法
の
制
定
に
関
す
る
請

願
」
の
採
択
を
求
め
る

議
案
に

賛
成
×
反
対
の

意
見
を
表
明
し
ま
す
。



議
案
の
内
容
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平
成
26
年
度
関
係
議
案

▼
議
案
第
１
号　

専
決
処
分
の
承
認

（
訴
え
の
提
起
）

　

新
規
開
業
資
金
貸
付
金
に
係
る
訴

え
を
提
起
し
た
も
の

▼
議
案
第
２
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

　

予
算
総
額
を
４
２
１
億
９
０
２
５

万
３
０
０
０
円
と
す
る
も
の

▼
議
案
第
３
号　

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

予
算
総
額
を
１
３
７
億
７
５
４
８

万
３
０
０
０
円
と
す
る
も
の

▼
議
案
第
４
号　

公
共
下
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

予
算
総
額
を
23
億
７
０
０
９
万
１

０
０
０
円
と
す
る
も
の

▼
議
案
第
５
号　

農
業
集
落
排
水
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

予
算
総
額
を
１
億
５
５
３
４
万
円

と
す
る
も
の

▼
議
案
第
６
号　

駐
車
場
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

予
算
総
額
を
１
億
１
８
３
２
万
７

０
０
０
円
と
す
る
も
の

▼
議
案
第
７
号　

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

予
算
総
額
を
12
億
１
１
０
２
万
８

０
０
０
円
と
す
る
も
の

▼
議
案
第
８
号　

介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

予
算
総
額
を
81
億
７
７
３
万
６
０

０
０
円
と
す
る
も
の

▼
議
案
第
９
号　

介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

予
算
総
額
を
８
４
３
０
万
円
と
す

る
も
の

▼
議
案
第
10
号　

競
艇
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

開
催
収
入
を
81
億
６
０
０
０
万
円

増
額
、
営
業
費
用
を
72
億
６
１
５
２

万
円
増
額
す
る
も
の

▼
議
案
第
11
号　

職
員
の
旅
費
支
給

条
例
の
一
部
改
正

　

遠
方
へ
長
期
に
赴
任
す
る
場
合
の

移
転
料
な
ど
に
つ
い
て
定
め
る
も
の

▼
議
案
第
12
号　

附
属
機
関
設
置
条

例
の
一
部
改
正

　

未
来
を
築
く
地
域
戦
略
会
議
を
追

加
す
る
も
の

▼
議
案
第
13
号　

市
税
条
例
の
一
部

改
正

　

県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
議
案
第
14
号　

水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
公
営
企
業
法
施
行
規
則
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の

▼
議
案
第
15
号　

入
学
金
貸
付
条
例

の
一
部
改
正

　

資
格
要
件
と
償
還
方
法
を
見
直
す

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

▼
議
案
第
16
号　

柞
原
町
西
村
団
地

線
ほ
か
22
路
線
の
市
道
路
線
認
定
、

廃
止
、
変
更

▼
議
案
第
17
号　

新
市
建
設
計
画
の

変
更

　

合
併
特
例
債
の
発
行
可
能
期
限
が

５
年
間
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

計
画
期
間
な
ど
を
変
更
す
る
も
の

▼
議
案
第
18
号　

中
讃
ふ
る
さ
と
市

町
村
圏
基
金
の
廃
止
に
伴
う
財
産
処

分
　

基
金
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

▼
議
案
第
20
号　

一
般
会
計
予
算

　

総
額
４
１
８
億
円
の
予
算
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
得
る
も
の

▼
議
案
第
21
号　

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

　

総
額
１
６
３
億
８
０
０
万
円
の
予

算
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
得
る
も

の▼
議
案
第
22
号　

国
民
健
康
保
険
診

療
所
特
別
会
計
予
算

　

総
額
１
億
２
１
０
０
万
円
の
予
算

に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
得
る
も
の

▼
議
案
第
23
号　

公
共
下
水
道
特
別

会
計
予
算

　

総
額
34
億
１
５
０
０
万
円
の
予
算

に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
得
る
も
の

▼
議
案
第
24
号　

農
業
集
落
排
水
特

別
会
計
予
算

　

総
額
１
億
７
５
３
０
万
円
の
予
算

に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
得
る
も
の

▼
議
案
第
25
号　

駐
車
場
特
別
会
計

予
算

　

総
額
１
億
１
７
０
０
万
円
の
予
算

に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
得
る
も
の

▼
議
案
第
26
号　

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

　

総
額
12
億
１
８
０
０
万
円
の
予
算

に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
得
る
も
の

▼
議
案
第
27
号　

介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

　

総
額
81
億
７
７
０
０
万
円
の
予
算

に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
得
る
も
の

▼
議
案
第
28
号　

介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
予
算

　

総
額
１
億
7
0
万
円
の
予
算
に
つ

い
て
議
会
の
議
決
を
得
る
も
の

▼
議
案
第
29
号　

水
道
事
業
会
計
予

算
　

総
額
41
億
２
３
０
１
万
５
０
０
０

円
の
予
算
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を

得
る
も
の

平
成
27
年
度
関
係
議
案

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容
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